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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 企画課

事業

0316 SDGｓ推進事業 (簡略番号：042769) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 53 93 146 146

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 53 93 146
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

　【補正の内容】
　　会議の出席報償金　53千円を追加　

２．根拠法令

補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　第４次総合計画（全般）、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略（全般）

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　国際社会共通の目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）達成に資する事業の一環とし
　て、関係機関との連携、住民への普及啓発などの総合的な取組を実施するものである。
　【補正の必要性】
　町内の産官民学の各種機関及び団体が連携し一体となってＳＤＧｓ及び脱炭素社会の推進
　を図るため、その推進母体となる新組織「湯梨浜町ＳＤＧｓ・脱炭素社会推進会議」の設
　置を計画しており、そのための経費を追加するものである。

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19

節 補正要求 補正査定 節

　〇ゆりはまＳＤＧｓセミナー：住民、事業所向けのセミナーを開催（令和5年2月予定）
　【事業の効果】
　ＳＤＧｓを活用した取組を行うことで、第4次総合計画のコンセプトである「住みやすく
　魅力と活気あふれる　愛のまち」を現出し、本町の地方創生に寄与することができる。
　

６．財源の説明
　一般財源　53千円

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　ＳＤＧｓの重要な要素である「社会」「環境」に係る諸課題の解決と公民連携による自律
　的好循環を生み出す機運醸成のため、以下の事業を実施。
　〇ＳＤＧｓまちづくり授業：湯梨浜中1年の総合的な学習の中でＳＤＧｓについて学びを
　　深めるため、実施（6/27)
　〇ライトダウンキャンペーン：期間中（6/21～7/7)に事業所、家庭の節電を呼び掛け、脱
　炭素化及びワーク・ライフ・バランスの推進を図った。

備品購入費

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 53 53 22 償還金､利子及び割引料

05 災害補償費 20 貸付金
扶助費

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 53 53

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

補助金等の名称

02款 01項 06目 031600000事業 SDGｓ推進事業

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

高齢者補聴器購入費助成事業 (簡略番号：042636) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 420 360 780 330 450

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

事業

0247

県支出金
財
源
内
訳

国庫支出金 360 360

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分単独事業 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 420 420

　ンを取ることが困難になったことによる閉じこもりや認知機能の低下を防ぐため、補聴器 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　聴力機能の低下により日常生活を営むのに支障がある高齢者に対し、コミュニケーショ 02 給料 17 備品購入費

　　交付対象者は、医師によって補聴器の必要性が認められ、補聴器の購入を希望する65歳 05 災害補償費 20 貸付金
　の購入費用の一部を助成する事業である。 04 共済費 19 扶助費 420 420

　【補正の必要性】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　以上の高齢者とする。ただし、聴力障害による身体障害者手帳を所持している者を除く。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　　当初12人（決定済12人）を見込んだが、さらに申請が増えると見込まれるため。 08 旅費 23 投資及び出資金

11 役務費 26 公課費
　　実績見込により増額補正（14人×30千円＝420千円）するもの。 10 需用費 25 寄附金

　○湯梨浜町高齢者補聴器購入費助成事業実施要綱 13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 420 420
14 工事請負費

５．本年度の計画効果

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（地域福祉の推進）

　【事業の効果】
　補聴器の購入費を助成することにより、聴力機能の低下による日常生活の支障を取り除き

　【本年度の計画】
　65歳以上高齢者への補聴器購入費を助成する。（購入費の2分の1・上限3万円）

６．財源の説明
　【一般財源】　420千円

補助金等の名称

　、認知機能の低下を防ぐことができる。

03款 01項 04目 024700000事業 高齢者補聴器購入費助成事業

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額



款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課
補正後の予算残額

223
683

県支出金 △5 15 10

事業

0248 燃油高騰緊急対策事業（介護部門） (簡略番号：043906) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額

事 業 費 40 654 694 471

財
源
内
訳

国庫支出金 45 638

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 4. 7.28～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 1 1

　護サービス事業所等に対し、自動車の燃料費を助成し、事業の継続を支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 40 40
　　燃油価格の高騰の影響を受けながらもサービスの安定的な提供を継続している町内の介 02 給料 17 備品購入費

　　県が訪問介護サービス事業所等燃油高騰緊急対策事業で補助対象としている訪問系サー 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　業所）、通所系（デイサービス、通所リハビリ）、多機能型（小規模多機能型居宅介護事 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　ビス（訪問介護・訪問入浴介護）に加え、そのほかの訪問系（訪問看護、居宅介護支援事 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　業所）等も補助対象サービスとし、総合的に地域の介護サービスの提供体制を確保する。 08 旅費 23 投資及び出資金

　　補助金　車両1台当たり10,000円×4台＝40千円 11 役務費 26 公課費
　　当初見込台数64台から4台増の見込みとなったため、増額補正する。 10 需用費 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　 12 委託料 27 繰出金

　湯梨浜町介護サービス事業所等燃油高騰緊急対策事業補助金交付要綱 15 原材料費 合　計 40 40
２．根拠法令 14 工事請負費

４．基本計画との関連 都道府県支出金 15020202423 訪問介護サービス事業所等燃油 △5
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 14020101241 新型コロナウイルス感染症対応 45

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　【第8期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】

　【事業効果】
　燃油高騰の影響を受けながらサービス提供を続ける事業所等の負担を軽減することで、地
　域の介護サービスの安定的な提供体制を確保することができる。 補助金等の名称 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

　町内で介護サービス等を提供している20事業所を運営する9法人等に対し、サービス提供
　に使用する車両1台につき10,000円を支給する。補助総額10,000円×68台＝680千円

03款 01項 04目 024800000事業 燃油高騰緊急対策事業（介護部門）

補助基本額 45 補助率 100.0% 補助金額 45
６．財源の説明
　【国庫支出金】新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　45千円

実施
計画

実施計画
　【県補助金】鳥取県訪問介護サービス事業所等燃油高騰緊急対策事業補助金　△5千円 計 上 額
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款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】令和4年度中に実施設計及び敷地調査に着手する。
　【補正の効果】次年度以降、事業を円滑に推進することができる。
　【全体スケジュール（想定）】
　　R4.12（1月）　　　　 発注準備等
　　R5.1～R5.7　（7月）　実施設計・地質調査
　　R5.8～R5.11 （4月）　予算措置（継続費）、発注準備等
　　R5.12～R7.1 （14月） 建設工事

【補助金】

６．財源の説明 【実施計画】
　【地方債】　合併特例事業債　36,300千円 部

章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 4.11.28～令 5. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債 36,300 36,300

事業

0114 たじりこども園施設整備事業 (簡略番号：029651) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 38,291 38,291 38,291

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－保育所 一般財源 1,991 1,991

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】老朽化の進む「たじりこども園」について、旧北溟中学校跡地へ新設移転 01 報酬 16 公有財産購入費
　する方針として、令和2年度に基本設計の作成を行った。(建築面積約1,674㎡)旧北溟中学 02 給料 17 備品購入費
　校跡地利用と調整を図ったうえで、令和7年4月の開園を目指して、今年度内に施設の実施 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　設計に着手する。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】工事の発注には、詳細な工事内容の決定及び工事費の積算、設計図書等 05 災害補償費 20 貸付金
　の作成が必要であるため、専門業者への外部委託によりこれを行う。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】実施設計業務委託料31,592千円（R5繰越予定）、地質調査業務委託料6,69 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　9千円　計38,291千円 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

３．用地の状況 12 委託料 38,291 38,291 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

４．基本計画との関連 14 工事請負費
　【第4次総合計画】｢共に支えあう町民が主役のまちづくり｣ 15 原材料費 合　計 38,291 38,291
　【第2期町子ども･子育て支援事業計画】
　　｢子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり｣(教育･保育施設の整備) 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　　｢共に支え合い笑顔いっぱいのまちづくり｣(福祉施策の推進) 地方債 21010203002 合併特例事業債（たじりこども 36,300

　　R7.1～R7.3　（3月）　開園準備
　　R7.4　　　　　　　　 開園 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
　【一般財源】1,991千円 計 上 額

03款 02項 02目 011400000事業 たじりこども園施設整備事業



款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

財
源
内
訳

国庫支出金 50 50
県支出金

事業期間 令 4.11.28～令 5. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0149 私立保育所等物価高騰対策支援事業 (簡略番号：044019) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 531 531 531

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－保育所 一般財源 481 481

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】物価高騰が継続し、私立保育所等において光熱費等の負担が増えている一 01 報酬 16 公有財産購入費
　方、収入は原則公定価格で決まっているなど、高騰分を価格転嫁できない状況を踏まえ、 02 給料 17 備品購入費
　町内私立保育所等を運営する事業者を支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 531 531
　【補正の必要性】物価高騰のなか安定した事業運営が出来るように支援するもの。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の内容】鳥取県は、県が試算した物価高騰影響額（6月分:3,870円/人）の2/3を応 05 災害補償費 20 貸付金
　援金として直接施設へ給付する。町は残り1/3を交付するもの。ただし、ながせこども園 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　は、県補助対象外となるため県試算額を全額町で交付する。①太養保育園15,480円②ﾆﾁｲｷ 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　ｯｽﾞ湯梨浜ながえ保育園34,830円③ながせこども園479,880円 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金
　鳥取県医療・社会福祉・保育施設等物価高騰対策応援金支給要領 11 役務費 26 公課費
　 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 531 531
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり 国庫支出金 14020101241 新型コロナウイルス感染症対応 50

５．本年度の計画効果
　【補正の計画】私立保育所等の園児数(R4.10.1現在)に応じて、県が試算した物価高騰影
　響額の6か月分を支援する。（私立保育所については県補助を除いた部分）
　【補正の効果】公営民営の別なく、等しく保育サービスを提供することで、児童福祉の向
　上を図る。

６．財源の説明
　【国庫支出金(新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金)】50千円
　【一般財源】481千円

補助金等の名称 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
補助基本額 50 補助率 100.0% 補助金額 50

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 02項 02目 014900000事業 私立保育所等物価高騰対策支援事業
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款 04 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 02 予防費 所属 0101014500-0000 健康推進課

財
源
内
訳

国庫支出金 10,370 79,471 89,841
県支出金

10,654

事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0217 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業 (簡略番号：042428) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 79,966 90,620 48,254 42,367

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 287 491 778
補助単独区分補助事業 目的区分 衛－保－その他 一般財源 △3 4 1

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要及び必要性】 01 報酬 16 公有財産購入費
　新型コロナウイルスワクチン接種のために必要な体制を整備し、接種を円滑に実施できる 02 給料 17 備品購入費
　よう接種体制を構築し実施するもの。国の方針により、オミクロン対応型ワクチン及び小 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　児接種を追加実施するほか、新たに乳幼児接種を実施するとともに、接種期間を令和4年9 04 共済費 19 扶助費
　月末から令和5年3月末まで延長する。 05 災害補償費 20 貸付金
　【主な補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　①集団接種の追加実施に伴い、医師、看護師への報償費を増額するもの。(1,421千円増) 07 報償費 1,421 1,421 22 償還金､利子及び割引料

　②オミクロン対応型ワクチン接種等に係る接種券発送経費など、通信運搬費を増額するも 08 旅費 23 投資及び出資金
　の。(1,511千円増) 09 交際費 24 積立金
　③医療機関からの請求処理を行う国保連合会への手数料等を増額するもの。(36千円増) 10 需用費 25 寄附金
　④ワクチン接種委託料や健康管理システム改修委託料、接種期間延長に伴うコールセンタ 11 役務費 1,616 1,616 26 公課費
　ー委託料等を増額するもの。(7,580千円増) 12 委託料 7,580 7,580 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費 37 37
　予防接種法、予防接種施行令、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業実施要綱、 15 原材料費 合　計 10,654 10,654
　新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金交付要綱

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
３．用地の状況 国庫支出金 14010202001 新型コロナウイルスワクチン接 1,602

国庫支出金 14020301031 新型コロナウイルスワクチン接 8,768
４．基本計画との関連 諸収入 20050302692 新型コロナワクチン接種費等町 287
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（保健・医療・健康づくりの
　充実）

５．本年度の計画効果
　【事業の効果】
　住民への接種を円滑に実施することで、感染拡大を防止することができる。

６．財源の説明
　【国庫支出金】新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金　 　　　　1,602千円 補助金等の名称 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金ほか
　　　　　　　　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金 　8,768千円 補助基本額 10,370 補助率 100.0% 補助金額 10,370
　【諸収入】　　雑入（新型コロナワクチン接種費等町外者実施分）　　　　　　 287千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　△3千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

04款 01項 02目 021700000事業 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業



款 09 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【国庫支出金】296千円（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 計 上 額

09款 01項 03目 021600000事業 新型コロナウイルス感染症対策事業（学校給食

５．本年度の計画効果
　【計画と効果】
　　食材費の高騰に係る一時支援金を交付することにより、保護者等の負担を軽減するとと 補助金等の名称 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　もに、学校給食の質の維持を図ることができる。 補助基本額 296 補助率 100.0% 補助金額 296

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

　学校給食法・湯梨浜町立学校給食センター設置条例
　湯梨浜町立学校給食費一時支援金交付要綱（制定済・改定予定）

３．用地の状況

　【補正の内容】 15 原材料費 合　計 296 296
　　補助金　296千円

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
２．根拠法令 国庫支出金 14020101241 新型コロナウイルス感染症対応 296

　　・泊　小　　　　＝1食あたり 5円＋5円＝10円 13 使用料及び賃借料 予備費
　　・湯梨浜中　    ＝1食あたり15円＋5円＝20円 14 工事請負費

　間、全校5円の支援金を追加交付する。 11 役務費 26 公課費
　　・羽合小、東郷小＝1食あたり13円＋5円＝18円 12 委託料 27 繰出金

　②令和4年12月1日から牛乳代が1本あたり2.16円（税込）の価格上昇、その他の給食食材 09 交際費 24 積立金
　価格も今秋以降も引き続き上昇しているため、令和4年12月1日から令和5年3月31日までの 10 需用費 25 寄附金

　　・泊　小　　　　＝1食あたり 5円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　・湯梨浜中　    ＝1食あたり15円 08 旅費 23 投資及び出資金

　①令和4年4月1日から11月30日まで、1食あたり5円～15円の支援金を交付 05 災害補償費 20 貸付金
　　・羽合小、東郷小＝1食あたり13円 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　価改定にかかる激減緩和のための一時支援金として交付するものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 296 296
　（1食あたりの支援金の額） 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要・補正の必要性】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　新型コロナウイルス感染症等に伴う学校給食食材の価格急上昇期における学校給食費単 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 教－保－学校給食費 一般財源 1 1

296 3,896 4,192
県支出金

事業期間 令 4. 4.21～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

教育費 項 教育総務費 03 給食事業費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0216 新型コロナウイルス感染症対策事業（学校給食センター） (簡略番号：041066) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 296 3,897 4,193 1,208 2,986

財
源
内
訳

国庫支出金

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

-7-



-8-



款 09 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【国庫補助金】280千円（学校保健特別対策事業費補助金） 計 上 額
　【一般財源】　282千円

09款 02項 01目 023500000事業 学校等における感染症対策等支援事業

　【本年度の計画】
　　学校規模(児童数)に応じて、感染症対策に係る経費等を支援する。
　【事業の効果】 補助金等の名称 学校保健特別対策事業費補助金
　　感染症対策等を徹底しながら学校を継続し、児童の学習保障ができる。 補助基本額 560 補助率 50.0% 補助金額 280

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

５．本年度の計画効果

　学校等における感染症対策等支援事業実施要領

３．用地の状況

　東郷小学校　　900千円→1,040千円（児童数：283人）　140千円増額 15 原材料費 合　計 562 562

２．根拠法令 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　学校保健特別対策事業費補助金交付要綱 国庫支出金 14020501411 学校保健特別対策事業費補助金 280

　羽合小学校　1,800千円→2,080千円（児童数：543人）　280千円増額 13 使用料及び賃借料 予備費
　泊小学校　　　900千円→1,040千円（児童数：104人）　140千円増額 14 工事請負費

　学校の規模(児童数)に応じて支援（児童数：R3.5.1現在） 11 役務費 26 公課費
　＜補助対象経費＞ 12 委託料 161 161 27 繰出金

　消耗品費　401千円、委託料　161千円 09 交際費 24 積立金
　※令和3年度繰越事業の1校当たり補助上限引き上げによる追加経費 10 需用費 401 401 25 寄附金

　必要がある。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金

　　【事業の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　　学校教育活動の着実な継続のため、感染症対策等を徹底しながら児童の学習を保障する 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　警戒を緩めることなく感染症対策等に万全を期し、引き続き児童が安心して学ぶことがで 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　きる環境を整備することにより、児童の健やかな学びを保障する。 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　新型コロナウイルスの感染流行が長期化する中、各小学校において今後も感染拡大への 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 282 282

事業期間 令 4.11.28～令 5. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0235 学校等における感染症対策等支援事業 (簡略番号：043606) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 562 562 562

財
源
内
訳

国庫支出金 280 280
県支出金

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課
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款 09 03 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　【一般財源】　107千円
実施
計画

実施計画
計 上 額

09款 03項 01目 014600000事業 学校等における感染症対策等支援事業

　【事業の効果】
　　感染症対策等を徹底しながら学校を継続し、生徒の学習保障ができる。

補助金等の名称 学校保健特別対策事業費補助金
６．財源の説明 補助基本額 210 補助率 50.0% 補助金額 105
　【国庫補助金】105千円（学校保健特別対策事業費補助金）

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　学校規模(生徒数)に応じて、感染症対策に係る経費等を支援する。

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

２．根拠法令 15 原材料費 合　計 212 212
　学校保健特別対策事業費補助金交付要綱
　学校等における感染症対策等支援事業実施要領 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

国庫支出金 14020502409 学校保健特別対策事業費補助金 105

　湯梨浜中学校　1,350千円→1,560千円（生徒数：441人）210千円増額 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　学校の規模(生徒数)に応じて支援（生徒数：R3.5.1現在） 11 役務費 26 公課費
　＜補助対象経費＞ 12 委託料 27 繰出金

　消耗品費　33千円、備品購入費　179千円 09 交際費 24 積立金
　※令和3年度繰越事業の1校当たり補助上限引き上げによる追加経費 10 需用費 33 33 25 寄附金

　必要がある。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金

　　【事業の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　　学校教育活動の着実な継続のため、感染症対策等を徹底しながら生徒の学習を保障する 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　戒を緩めることなく感染症対策等に万全を期し、引き続き生徒が安心して学ぶことができ 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　る環境を整備することにより、生徒の健やかな学びを保障する。 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　新型コロナウイルスの感染流行が長期化する中、中学校において今後も感染拡大への警 02 給料 17 備品購入費 179 179

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 教－中学校費 一般財源 107 107

事業期間 令 4.11.28～令 5. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0146 学校等における感染症対策等支援事業 (簡略番号：043616) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 212 212 212

財
源
内
訳

国庫支出金 105 105
県支出金

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

教育費 項 中学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　【一般財源】674千円
実施
計画

実施計画
計 上 額

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

09款 04項 01目 026300000事業 旧北溟中学校管理運営臨時経費

５．本年度の計画効果
　　本工事によって損害等が生じた建物等の所有者に、従前の状態又は機能に回復すること
　に要する費用を支払い、事業を完了することができる。 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額
６．財源の説明

　公共事業に係る工事の施行に起因する地盤変動により生じた建物等の損害等に係る事務処
　理要領、地盤変動影響調査算定要領、用地調査等業務費積算基準

３．用地の状況

　　補償金　 15 原材料費 合　計 674 674
　　　685,076円（補償対象者：6者）

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
２．根拠法令

　　　1,694,000円（確定額）-1,706,000円（予算額）＝ △12,000円 13 使用料及び賃借料 予備費
　②補償補填及び賠償金《新規計上》 14 工事請負費

　①委託料《請負額確定》 11 役務費 26 公課費
　　旧北溟中学校校舎等解体工事に伴う地盤変動影響調査業務（算定等） 12 委託料 △12 △12 27 繰出金

　　また地盤変動影響調査（算定等）業務の請負額が確定したため、請負差額を減額する。 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 10 需用費 25 寄附金

　調査影響調査算定要領等に基づき、従前の状態又は機能に回復することに要する費用負担 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　額の算定し、所有者に補償金を支払う必要がある。 08 旅費 23 投資及び出資金

　　本工事の近隣建物等の地盤変動影響調査を行った結果、変状及び新規発生が認められた 05 災害補償費 20 貸付金
　損傷個所があった。このうち、本工事との因果関係が認められたものについて、地盤変動 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金 686 686

　となった所有者に補償金を支払うものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　旧北溟中学校校舎等解体工事に伴い、損傷があった建物等の補償金を算定し、補償対象 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 教－社会教育費 一般財源 674 12,822 13,496

事業期間 令 4. 7.28～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0263 旧北溟中学校管理運営臨時経費 (簡略番号：038836) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 674 12,822 13,496 11,117 2,380

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

歳出予算事業概要書令和 4年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 01 社会教育総務費 所属 0101012600-0000 教育総務課
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